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はじめに 

中国山地は，西南日本弧の火山弧に沿

って分布する島弧平行方向の山地であ

り，中国地方の分水界をなす．中国山地

に点在する侵食小起伏面と新・古第三系

の分布に基づくと，中国山地南部の吉備

高原周辺は，中期中新世の日本海拡大以

降，大きな隆起・沈降や変位・変形を受

けず現在に至ったと指摘されている（田

中・鈴木，2021）．一方，吉備高原の一

部には中期中新世の海成層が残存するこ

とから，中国山地の本格的な隆起はそれ

以降と考えられる（田中・鈴木，2021）

が，その隆起過程・隆起メカニズムは未

解明である．隆起要因としてはフィリピ

ン海プレートの沈み込み（中嶋，

2018），断層活動（多井，1975），マグ

マの底付け（乙藤,，2021）などが提案さ

れているが，詳細なメカニズムは未だ明

らかではない．そこで本研究では，地質

時間スケールの隆起・削剥史を推定可能

な熱年代学を中国山地に適用した． 

 

研究手法 

熱年代学とは，放射年代測定法と鉱物

固有の閉鎖温度を利用して岩石・鉱物の

温度–時間履歴を復元する学問領域であ

る（末岡・田上，2019）．地下深部で形

成された岩体が上昇・削剥により冷却し

たと仮定すると，得られた熱履歴を「地

温勾配が一定」等の仮定を置くことによ

りその地点の削剥履歴に読み替えること

ができる．本研究では，中国山地中部

（広島〜島根県）を横断する測線上で採

取した岩石から分離したアパタイトおよ

びジルコンに対し，低温領域の熱年代法

である(U–Th)/He 法（以下，He法）を適

用した．これにより，アパタイト He法

（AHe法：閉鎖温度 55～80℃; Farley, 

2000）とジルコン He 法（ZHe法：閉鎖

温度 160～200℃; Reiners et al., 2004）の

温度範囲における熱履歴を制約できると

期待される． 

 

熱年代測定結果と解釈 

ZHe年代（n = 9）は 74.3～15.1 Ma，

AHe年代（n = 6）は 41.0～12.7 Maを示

した．ZHe年代は，Iida et al.（2015）が

報告したジルコン U-Pb 年代（花崗岩の

固結年代を近似）と同様に北ほど若くな

る傾向を示すが，年代値の減少傾向は

ZHe年代の方が急であり，花崗  

岩の固結年代差だけでは説明できない

（Fig.１）．また AHe 年代も概ね南から

北へ若返る傾向を示し，特に島根県北

部・安来市〜広島県北部・庄原市の試料

では 25.2～12.7 Ma と，日本海の拡大開

始時期（約 21~15Ma；星，2018）と同程

度か有意に若い年代が得られた．これら

若い年代の解釈としては，①後期新生代
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の火山岩クラスター（Nguyen et al., 

2020）に近接していることから，火成活

動による局所的再加熱が年代を若返らせ

た可能性，②中期中新世以降の中国山地

の急速な隆起・削剥に起因する可能性の

二つが考えられる．最北端地点では AHe

年代と ZHe年代が誤差範囲で一致する

（Fig. 1）ため，①の再加熱説がより整合

的と考えられる． 

 

今後の展望 

現測線より西側（島根・広島県）で，

火山岩クラスター分布域を避けた追加試

料の熱年代測定を行い，隆起・削剥のみ

を反映した年代パターンを取得すること

で隆起過程を検討する予定である．ま

た，今回の試料についてアパタイトフィ

ッション・トラック法を適用し，火成活

動による再加熱と削剥による単調冷却を

判別する予定である． 
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Fig. 1  N-latitude vs. thermochronological age plot combining previous data with new 

results from this study (The error bars represent 2σ). Horizontal color windows 

represent for U-Pb dates in Iida et al. (2015). Previous data from Okamoto (2023), 

Goto (2001), Iwano et al. (2013), Okudaira et al. (2001) and Yuhara et al. (1999). 

 


